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神山町議会�   9月 定 例 会
　９月定例会は、令和４年９月７日から 16日までの 10日間の会期で開催した。
　令和４年度一般会計補正予算 （第３号及び第４号）特別会計補正予算 （第２号）、令和３年度
一般会計・特別会計歳入歳出決算認定のほか、条例一部改正、財産の取得、教育委員の任命
などを含む 17件及び議員発議案１件を審議し、可決・認定・同意した。

●令和４年度神山町一般会計補正予算（第３号）

●令和４年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

●令和４年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

●令和４年度神山町介護保険特別会計補正予算（第２号）

●令和３年度神山町一般会計歳入歳出決算認定

●令和３年度神山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

●令和３年度神山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

●令和３年度神山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

●令和３年度神山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

●神山町消防団条例の一部改正

●神山町特別職の職員で非常勤のものの報酬、旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正

●職員の育児休業等に関する条例の一部改正

●神山温泉の設置及び管理に関する条例の一部改正

●財産の取得（役場本庁舎　机・椅子等）

●町有財産の譲渡及び貸与に関する契約（神山町・神山学園）

●神山町教育委員会委員の任命

●令和４年度神山町一般会計補正予算（第４号）

●神山町議会委員会条例の一部改正�（議員発議案）

2022年

  14日

一般質問
　森本��孝夫�議員、白土��義信�議員、髙橋��義英�議員
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■ 

神
山
ま
る
ご
と
高
専
に
つ

い
て

　
皆
様
方
に
大
変
ご
心
配
、
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
た
神
山
ま
る
ご
と

高
専
に
つ
い
て
、
8
月
31
日
に
文
部

科
学
省
の
学
校
法
人
審
議
会
で
設
置

を
認
め
る
答
申
を
出
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
9
月
5
日
認
可
書
が
送
付
さ

れ
た
。
今
後
は
未
来
を
作
り
上
げ
る

若
者
た
ち
が
神
山
町
で
学
び
育
ち
、

町
内
へ
様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
4
月

1
日
開
校
に
向
け
、
町
が
す
べ
き
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
々
を
着
実
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様

に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

■
国
内
情
勢
に
つ
い
て

　
国
に
お
い
て
は
、
8
月
10
日
第
2

次
岸
田
内
閣
が
発
足
、
8
月
の
月
例

経
済
報
告
等
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
で
景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て

い
る
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
対
策
に

万
全
を
期
し
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
む
中
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
海

外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の
景
気

を
下
げ
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
の
で

物
価
上
昇
に
よ
る
供
給
面
で
の
制
約

等
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

■�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ

い
て

　
第
7
波
の
影
響
は
大
き
く
、
感
染

者
数
も
8
月
31
日
現
在
全
国
で
1
，

8
0
0
万
人
を
超
え
徳
島
県
で
も

8
万
人
を
超
え
神
山
町
に
お
い
て

も
累
計
で
3
8
5
人
の
感
染
者
数

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
変

異
株
の
猛
威
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
60
歳
未
満
の
4
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
及
び
高
齢
者
へ
の
5
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
接
種
体
制

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

　
令
和
4
年
度
の
普
通
地
方
交
付
税

が
24
憶
8
，8
9
8
万
6
，0
0
0

円
と
な
り
、
7
，6
5
8
万
円
増
額

と
な
っ
た
。
令
和
2
年
度
国
政
調
査

人
口
は
減
少
し
た
が
需
要
額
の
増
加

が
あ
っ
た
こ
と
と
、
公
債
費
の
過
疎

対
策
事
業
に
つ
い
て
償
還
額
の
増
加

に
よ
る
需
要
額
の
増
加
が
主
な
原
因

で
あ
る
。
町
の
歳
入
の
４
割
程
度
を

占
め
る
地
方
交
付
税
で
自
主
財
源
が

脆
弱
な
団
体
に
と
っ
て
は
、
今
後

も
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
な
利
用
に
創
意
工
夫
に
努
め

取
り
組
む
。

■
神
山
町
の
動
き

①
近
年
食
文
化
が
欧
米
化
し
て
き
た

こ
と
が
原
因
で
高
齢
の
男
性
に
前
立

腺
癌
や
膀
胱
癌
に
な
る
方
が
増
え
て

い
る
。
役
場
庁
舎
等
に
男
性
用
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
、
人
に
優

し
い
社
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

②
城
西
神
山
校
に
つ
い
て
は
令
和
5

年
度
の
体
験
入
学
を
実
施
。
県
内
外

か
ら
42
名
が
参
加
さ
れ
た
。
寮
ア
ユ

ハ
ウ
ス
も
入
居
定
数
6
名
の
と
こ
ろ

16
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
神
山
町

や
城
西
高
校
神
山
校
に
対
す
る
関
心

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
神
山

校
と
町
の
連
携
を
密
に
し
魅
力
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

③
集
落
支
援
制
度
に
つ
い
て
、上
分・

阿
川
地
区
に
配
置
し
大
変
好
評
を
得

て
い
る
。
今
後
、
来
年
4
月
か
ら
鬼

籠
野
地
区
で
も
配
置
し
た
い
。

■
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
補
正
予
算
1
億
7
，

0
8
0
万
7
，0
0
0
円
を
追
加
。

【
総
務
費
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
1
人
1
万
円
の
商
品
券
を
配
布

【
民
生
費
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
事
業
の
経
費
を
計
上

【
農
林
水
産
費
】

　
新
規
就
農
者
に
対
す
る
助
成
の
経

費
を
計
上

【
土
木
費
】

　
町
道
の
改
良
舗
装
工
事
を
追
加
計

上【消
防
費
】

　
消
防
団
員
の
報
酬
の
経
費
を
追
加

計
上

【
教
育
費
】

　
神
通
発
電
所
施
設
改
修
工
事
の
経

費
を
追
加
計
上

　
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
国
民
健

康
保
険
、
簡
易
水
道
事
業
、
介
護

保
険
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
補
正
額
の
追
加
計
上
を
し

て
い
る
。

町長の所信表明・行政報告
令和 4 年 9 月定例会
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議案第 48 号　令和 4 年度　一般会計補正予算（第 3 号）

歳入歳出それぞれ 予算総額1億7,080万円増額 71億5,393万円
歳入 地方交付税 地 方 交 付 税 普通交付税 1億4,042万円

国庫補助金 総 務 費 補 助 金 新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金 5,004万円

歳出 議 会 費 委 託 料 神山町議会動画作成業務委託料 22万円

総 務 費

一 般 管 理 費 商品券配布業務委託料 5,063万円

企 画 費
デジタル田園都市国家構想推進交付金事業委託料 2,467万円

配車集計システム利用料 △280万円

電 子 計 算 費 パソコン機器等購入費 204万円

移住交流支援対策費 移住者支援空家改修補助金 500万円

衛 生 費
予 防 費

予防接種等委託料 965万円
新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保業務委託料 224万円

水 道 対 策 費 小規模飲料水供給施設応急対策補助金 500万円

農林水産業費 農 業 振 興 費
農業次世代人材投資資金交付金 422万円

農地集積加速化事業補助金 149万円

土 木 費

道路橋りょう維持費 町道維持工事 400万円

道路新設改良費 道路改良舗装工事 1,692万円

木造住宅等耐震事業費 放置空家除却支援事業補助金 40万円

議案第 64 号　令和 4 年度　一般会計補正予算（第 4 号）

歳入歳出それぞれ 予算総額3,612万円増額 71億9,006万円
歳出 総 務 費 高専誘致事業費 敷地造成工事設計業務委託料 1,634万円

民 生 費 児童福祉総務費 人材派遣委託料 142万円

人事案件
〇神山町教育委員会委員の任命
　阿 部 健 治 氏 （神山町上分字川又）　任期：令和4年10月4日～令和8年10月3日

補 正 予 算
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神山温泉の設置及び管理に関する条例の一部改正について

この条例は、令和4年10月1日から施行する。

賛成：6
反対：1　【賛成多数可決】

1 �神山温泉保養センターの利用料金
　（１人につき）の上限

●起立採決（〇：賛成　×：反対　―：議長のため採決には参加せず）

2神山温泉保養センターの各室ごとの
　利用料金の上限

区　　　分 利用料金（旧）

大人（中学生以上） 680円（620円）

子供（３歳以上小学生以下） 340円（310円）

部屋別＼区分 3 時間まで 超1時間につき
21 畳 4,400 円 1,100 円

27 畳 5,500 円 1,320 円

48 畳 8,800 円 1,870 円

63 畳 12,100 円 2,420 円

112 畳 23,100 円 4,620 円

＜反対討論＞
●志甫議員
　温泉の経営にあたり、一番に2019年末より続いている新型コロナウイルスの影響で、燃料代
や物価などの上昇の影響、又自粛している方の、人流の影響などで、売り上げが下がっていると
思う。又、少子高齢化が進み、人口減少も大きな要因とも思われる。その中で、今の神山温泉の
売り上げは、言わば常連客や神山町民に支えられていると思っている。施設の利用料金が上がる
事によって、さらに町民の利用も減るおそれがあると考えられ値上げは逆効果になるのではない
か。常連客や神山町民の利用が減れば今以上に売り上げが下がり経営のひっ迫の事態になると思
う。その為にも条例改正により値上げすることに反対する。

＜賛成討論＞
●平岡議員
　神山温泉は地域住民の健康増進と観光交流、及び町の活性化を推進するため設立された。新型
コロナウイルス感染症、ロシア軍によるウクライナ侵攻で原材料、食料、燃料価格の高騰、円安
による輸入品の価格高騰で特に観光、飲食業等は大打撃となった。決算状況は３年連続の赤字、
温泉利用料金の町への入金は0円、神山温泉基金についても令和4年度末0円となる見込み。本
年度町一般財源より2,770万円強が運営にあてられる状況。一般財源は町民全体が均等に負担する
財源であり、最大値でも町民の約半数の人しか利用していない温泉に公金を投入する事は受益者
負担の原則にてらせば料金を値上げして立て直しを計る事はやむをえない改正である。営業面で
の経営努力、業務の効率化等をより一層進める事をお願いして賛成の意見とする。

森
　
　
一
博

白
土
　
義
信

平
岡
　
晴
喜

髙
橋
　
義
英

志
甫
　
　
守

森
本
　
孝
夫
　

河
野
　
雅
俊

新
居
　
榮
二

○ ○ ○ ○ × ○ ― ○
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令和 3 年度

決 算
一般会計と特別会計合わせ

●令和 3年度決算状況

●一般会計決算の内訳

会　計　区　分 一般会計
特　　別　　会　　計

計
国民健康保険 簡易水道事業 介護保険 後期高齢者医療

歳 入

令 和 3 年 度 79億2,996 7億1,138 2億5,040 10億4,413 1億1,740 100億5,329

令 和 ２ 年 度 65億9,456 8億3,704 1億7,296 10億6,484 1億3,165 88億107

増減額 13億3,540 △1億2,566 7,744 △2,071 △1,425 12億5,222

増減率（%） 20.3 △ 15.0 44.8 △ 1.9 △ 10.8 14.2

歳 出

令 和 3 年 度 75億9,449 6億9,973 2億4,404 9億8,851 1億1,622 96億4,301

令 和 ２ 年 度 62億1,430 8億3,107 1億6,564 10億4,285 1億3,132 83億8,519

増減額 13億8,019 △1億3,134 7,840 △5,434 △1,510 12億5,782

増減率（%） 22.2 △ 15.8 47.3 △ 5.2 △ 11.5 15.0

100億5,329万円 を 認 定‼

歳 入
79億

2,996万円

歳 出
75億

9,449万円

自主財源
　 26億
　 2,739万円
　　 （33.1％）

依存財源
53億256万円
（66.9％）

その他
3億3,676万円

（4.4%）
公債費
4億2,247万円

（5.6%）

教育費
11億
9,731万円

（15.8%）
消防費
2億1,524万円

（2.8%）

土木費
4億9,713万円

（6.5%）
農林水産費
4億1,368万円（5.4%）

衛生費
2億9,660万円（3.9%）

※令和３年度普通会計地方財政状況調査に基づくもので、決算額と一致しない。

民生費
11億
9,809万円

（15.8%）

総務費
30億
1,717万円

（39.8%）

その他
2億7,634万円（3.4%）

繰入金
2億9,648万円

（3.7%）

その他
18億4,294万円

（23.2%）

地方交付税
27億1,344万円

（34.2%）

国庫支出金
7億5,143万円

（9.5%）

県支出金
4億
1,504万円

（5.2%）

町債
11億4,630万円

（14.5%）

町税
4億4,344万円（5.6%）

使用料・手数料
4,451万円（0.6%）

（単位：万円：％）
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●令和 3年度の財政状況

●令和 3年度町税等未収金の状況

●基金残高（令和4年5月31日現在）

借入金や基金はいくらになっているのか

名　　称
指　　数

解　　　　　説
令和 3 年度 令和２年度

財 政 力 指 数 0.21 0.2 財政力を判断する指標、1を超えるほど財源に余裕がある。

経 常 収 支 比 率 73.3 76.0 財政構造の弾力性を判断する指数、70～80％が適正水準である

実 質 公 債 費 比 率 2.7 2.5 全ての事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要。

区　　分
未　　収　　金 前年との比較

令和 3 年度 令和２年度 増減額 増減率（％）

町 税 10,008,736 9,990,411 18,325 0.18

町 営 住 宅 使 用 料 2,450,800 1,469,000 981,800 66.83

国 民 健 康 保 険 税 4,959,884 5,302,779 △ 342,895 △ 6.47

簡 易 水 道 使 用 料 209,170 276,280 △ 67,110 △ 24.29

介 護 保 険 料 270,100 232,500 37,600 16.17

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 19,500 26,900 △ 7,400 △ 27.51

計 17,918,190 17,297,870 620,320 3.59

一 般 会 計

財政調整基金 30億7,116

減債基金 9億3,425

その他の基金 64億3,709

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
財政調整基金 9,439

その他の基金 500

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 簡易水道事業基金 3,128

介 護 保 険 特 別 会 計
介護給付費準備基金 1億4,915

その他の基金 0

（単位：円：％）

（単位：％）

税の公平化と収納に努力を～町税等　滞納総額　1,791万円

（単位：万円）

地方債現在高（3月31日現在）　49億5,367万円
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●
質
問
1
●

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
第
７
波
に
つ
い
て

県
道
上
に
支
障
木
が
点
在
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
特
に
本
名
か
ら
二
ノ

宮
に
向
か
っ
て
は
、
観
光
バ
ス
が
入
っ

て
く
れ
な
い
、
通
行
で
き
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
す
べ
て
支
障
木
の

障
害
で
あ
る
。
町
民
が
生
活
に
必
要
な

県
道
に
、
又
、
車
が
安
全
に
通
行
で
き

る
県
道
に
支
障
木
の
撤
去
、
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

町
の
答
弁
を
求
め
る
。

答
弁

建
設
課
長

　
大
型
車
両
の
通
行
に
支
障
の
あ
る
箇
所

が
確
認
さ
れ
、
今
後
、
樹
木
の
所
有
者
を

特
定
し
関
係
者
と
協
議
を
行
い
、
撤
去
が

進
め
ら
れ
、
町
民
が
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
、
で
き
る
限
り
県
に
対
し
て
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

う
に
し
て
い
る
。

●
質
問
2
●

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
困
窮
者

　
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方
も
出
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
を
し
て
い
る
。
長
引
く
コ

ロ
ナ
は
本
当
に
大
災
害
と
言
え
る
。
日

常
生
活
で
購
入
や
利
用
し
て
い
る
食
料

品
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
等
、
全
て
が
値

上
が
り
し
激
し
く
家
計
を
圧
迫
し
て
い

る
。
住
民
を
守
り
、
町
民
を
支
援
す
る

た
め
に
、
住
民
非
課
税
世
帯
、
ひ
と
り

親
世
帯
等
に
対
し
て
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
は
と
思
う
が
、
町

の
考
え
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
、
家
計
が
急
変
し
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
世
帯
に
対
し
て
一
世
帯

当
た
り
、
一
律
10
万
円
の
給
付
金
を
給

付
す
る
。
市
町
村
へ
支
給
申
請
が
必
要

で
あ
る
。

●
質
問
3
●

　
県
道
上
の
支
障
木
に
つ
い
て

　
町
内
の
県
道
は
行
者
野
か
ら
上
へ
は

南
岸
と
北
岸
に
分
か
れ
て
い
て
、
南
岸

に
つ
い
て
は
、
車
の
通
行
に
は
支
障
が

な
い
と
思
う
が
、
北
岸
に
つ
い
て
は
、

　

町
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
２
系
統
か
ら
、
さ
ら
に
感

染
力
の
強
い
Ｂ
Ａ
5
系
統
変
異
株
に

置
き
換
わ
り
、
日
本
は
6
月
中
旬
以
降

の
感
染
者
が
世
界
第
一
位
と
な
っ
た
。

徳
島
県
で
も
お
盆
以
降
、
感
染
者
が
急

増
し
一
日
あ
た
り
の
新
規
感
染
者
が

何
度
も
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

　

神
山
町
で
は
、
8
月
25
日
に
小
学

校
、
中
学
校
で
2
学
期
始
業
式
が
あ

り
、
授
業
等
が
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で

小
中
学
校
、
保
育
所
で
は
感
染
拡
大

を
抑
え
る
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順
守

し
て
い
る
と
思
う
が
、
感
染
症
に
対

す
る
対
策
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
す
る
。

答
弁

教
育
長

　

第
７
波
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
基

本
的
な
感
染
症
対
策
と
、
集
団
感
染
の

リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
二
本
柱
で
行
っ
て

い
る
。
基
本
的
な
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
感
染
源
を
絶
つ
こ
と
、
感
染
経
路

を
絶
つ
こ
と
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
集
団
感
染
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
密
閉
、
密
集
、
密
接

が
重
な
る
場
の
回
避
や
、
教
室
で
の
授

業
や
集
会
、
学
校
行
事
等
の
実
施
方
法

を
工
夫
し
て
い
る
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

保
育
所
に
陽
性
者
判
明
の
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
は
、
濃
厚
接
触
者
の
特
定

を
早
急
に
行
い
、
早
め
の
迎
え
を
連
絡

し
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
消
毒
の
徹

底
及
び
異
年
齢
児
が
接
触
し
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

再
問

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
蔓
延
状
況
の

緩
和
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

学
校
保
育
園
で
の
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
お
尋
ね

す
る
。

答
弁

教
育
長

　

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
希
望
が
あ
っ
た

場
合
に
は
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
は
し
て

い
な
い
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

園
児
に
つ
い
て
は
し
て
い
な
い
。
保

育
士
に
つ
き
申
し
出
が
あ
れ
ば
す
る
よ

森本孝夫�議員

一
般
質
問

県道　本名～二ノ宮間
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●
質
問
1
●

災
害
廃
棄
物
集
積
場
の
確
保
に

つ
い
て

分
、
予
備
と
し
て
、
神
山
町
役
場
に
9

組
と
処
理
剤
は
2
，8
0
0
回
分
を
配

備
し
て
い
る
。

　

徳
島
県
災
害
時
快
適
ト
イ
レ
計
画

で
は
、
備
蓄
目
標
数
値
を
避
難
者
数

の
1
日
の
ト
イ
レ
の
利
用
回
数
5
回

掛
け
る
5
日
分
と
し
て
お
り
、
神
山

町
で
の
想
定
避
難
者
数
に
つ
い
て
は
、

3
2
0
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人

数
が
5
日
間
の
ト
イ
レ
を
利
用
で
き

る
こ
と
が
備
蓄
目
標
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
8
，0
0
0
回
分
の
処
理
剤
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
処
理
剤
に
つ

い
て
は
、
1
万
回
分
を
準
備
し
て
い
る

の
で
、
目
標
数
に
は
達
成
し
て
い
る

が
、
想
定
を
超
え
る
避
難
者
の
発
生
、

避
難
、
生
活
の
長
期
化
な
ど
、
現
状
の

備
蓄
状
況
で
の
対
応
が
困
難
と
な
る

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
レ

ン
タ
ル
等
に
よ
る
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
、
道
の
駅
に
整
備
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
活
用
も
行
い
、
今
後
備
蓄

品
の
増
加
購
入
に
つ
い
て
、
快
適
な
ト

イ
レ
の
あ
り
方
や
高
齢
者
に
配
慮
し

た
、
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
な
ど
の
購

入
に
つ
い
て
、
補
助
事
業
等
を
活
用
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
う
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
環
境
を
快
適
に
保
つ

こ
と
で
、
安
心
し
て
使
用
で
き
る
こ
と

も
考
え
な
が
ら
、
避
難
所
運
営
で
の
ト

イ
レ
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
。

●
質
問
2
●

　

 

災
害
時
、
避
難
所
で
の
ト
イ
レ

対
策
に
つ
い
て

　
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
で

聞
い
た
今
一
番
必
要
な
も
の
は
、
簡
易

ト
イ
レ
だ
そ
う
で
あ
る
。
災
害
時
、
水

洗
ト
イ
レ
は
使
え
な
い
の
で
ト
イ
レ

に
行
く
回
数
を
減
ら
す
た
め
、
水
分
や

食
事
を
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
悪

化
を
招
き
、
災
害
関
連
死
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
災
害
時
で
も
、

普
段
通
り
の
よ
う
に
、
ト
イ
レ
だ
け
で

も
使
え
た
ら
と
い
う
こ
と
で
、
簡
易
ト

イ
レ
の
中
で
も
、
快
適
ト
イ
レ
と
い
う

も
の
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
ト
イ
レ
の

備
蓄
も
必
要
で
な
い
か
と
思
う
の
だ

が
、
ど
う
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、
メ
ー

カ
ー
と
災
害
時
に
設
置
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
築
け
た
ら
と

思
う
の
だ
が
、
そ
の
考
え
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

答
弁

総
務
課
長

　

現
在
、
神
山
町
に
は
簡
易
ト
イ
レ
が

51
組
、
少
量
の
水
で
汚
物
を
処
理
で
き

る
処
理
剤
を
一
万
回
分
購
入
し
て
い

る
。
配
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
上
分
公

民
館
、
下
分
公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
鬼
籠
野
公
民
館
、
阿
川
公
民
館
、

広
野
支
所
の
６
つ
の
施
設
に
簡
易
ト

イ
レ
を
7
組
と
処
理
剤
1
，2
0
0
回

　
今
年
も
、
日
本
各
地
で
大
雨
に
よ
る
災

害
が
、発
生
し
た
。経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、

「
記
録
的
な
大
雨
」
と
い
う
こ
と
で
、
土
砂

災
害
、
床
上
浸
水
等
が
発
生
し
、
復
旧
作

業
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
放
り

出
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物
が
、
復
旧
の
妨
げ

に
な
る
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
神
山
町
で
は
、
徳
島
産
業
資
源
循
環
協

会
と
、
協
定
を
結
び
災
害
発
生
時
に
廃
棄

物
処
理
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
体
制
が

整
っ
た
が
、
衛
生
面
、
交
通
障
害
等
を
考

え
各
地
区
に
、
災
害
廃
棄
物
の
一
時
的
な

集
積
場
所
の
確
保
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る

が
町
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁

住
民
課
長

　

　

近
年
異
常
気
象
に
伴
う
想
定
外
の

重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
災
害
が
、

数
多
く
発
生
し
て
い
る
。
被
災
地
復

旧
復
興
の
第
1
歩
は
災
害
廃
棄
物
処

理
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
災

害
廃
棄
物
の
発
生
量
は
、
災
害
の
種

類
、
規
模
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
が
、

大
規
模
災
害
等
に
よ
り
、
大
量
の
災

害
廃
棄
物
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

廃
棄
物
の
一
時
仮
置
き
場
を
開
設
し
、

町
が
収
集
し
た
災
害
廃
棄
物
を
集
積

し
、
ま
た
住
民
の
方
々
が
災
害
廃
棄

物
を
持
ち
込
み
で
き
る
よ
う
に
、
ま

ず
搬
入
路
の
確
保
を
最
優
先
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

仮
置
き
場
の
場
所
や
数
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
規
模
や
発
生
箇
所
に
も

よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
候
補
地
と

し
て
は
、
町
が
所
有
す
る
施
設
、
ま

た
は
公
有
地
で
平
置
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
で
き
、
搬
入
す
る
道
路
の
状
況
を

見
極
め
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
年
の
3
月
に
、
徳
島
県
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
に
お
い
て
、
激
甚
化

頻
発
化
す
る
大
災
害
に
対
応
す
べ
く

改
定
が
な
さ
れ
て
お
り
そ
れ
に
準
拠

し
て
、
市
町
村
の
定
め
る
災
害
、
廃

棄
物
処
理
計
画
に
つ
い
て
も
、
最
新

の
知
見
や
事
例
を
反
映
し
実
効
性
の

あ
る
計
画
へ
と
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

町
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
廃
棄
物
が

野
積
み
さ
れ
、
通
行
に
支
障
が
生
じ

る
な
ど
、
後
々
の
復
旧
復
興
の
妨
げ

と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
の
計
画
の

見
直
し
を
軸
と
し
た
備
え
も
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

白土義信�議員

一
般
質
問
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
伺

う
。
現
在
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事

業
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
願

う
。答

弁

総
務
課
長

　
令
和
２
年
度
は
１
億
６
，４
５
０
万
１
千

円
の
補
助
金
を
受
け
、
20
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
町
内
事
業
者
の
給
付
、
バ

ス
利
用
者
へ
の
支
援
、
１
０
０
円
バ
ス

の
実
施
、
町
民
一
人
１
万
円
の
現
金
給

付
、
高
齢
者
、
子
供
に
対
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
、
ス
ダ
チ
の

送
料
無
料
助
成
な
ど
。

　

令
和
３
年
度
は
２
億
２
，８
７
４
万
８
千

●
質
問
1
●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て

導
入
と
し
て
い
る
。

　

商
品
券
、
入
浴
券
を
、
で
き
る
だ
け

早
く
送
付
し
、
令
和
５
年
１
月
末
及
び

２
月
末
を
期
限
と
し
、
利
用
で
き
る
よ

う
進
め
る
予
定
。

再
問

　
前
回
の
交
付
金
で
、
温
泉
チ
ケ
ッ
ト
、

又
商
品
券
の
使
用
率
を
伺
う
。

答
弁

総
務
課
長

　
温
泉
チ
ケ
ッ
ト
は
２
，４
３
１
世
帯
が

対
象
で
使
用
率
は
51
％
。

　

生
活
応
援
商
品
券
は
対
象
者
数
５
，

１
３
０
人
で
使
用
率
９
６・
２
％
と
な
っ

て
い
る
。

●
質
問
2
●

「
マ
イ　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の

早
期
普
及
に
つ
い
て

　
災
害
時
に
自
ら
取
る
べ
き
行
動
を
時

系
列
で
ま
と
め
た
「
マ
イ　
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
の
早
期
普
及
が
必
要
と
考
え
る
。

防
災
訓
練
、
防
災
学
習
等
で
、
作
成
を

推
進
し
て
い
く
の
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
中
に
、
マ
イ　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

記
入
欄
が
あ
る
と
有
効
活
用
で
き
る
と

考
え
る
が
。

答
弁

総
務
課
長

　

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
十
分
に
、
防

災
訓
練
、
研
修
会
等
が
で
き
て
い
な
い
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
、
そ
の
際
、

県
の
砂
防
気
候
防
災
課
職
員
の
出
前
講

座
の
協
力
も
頂
け
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
記
入
欄
に
つ
い

て
は
、
更
新
の
際
に
検
討
す
る
。

●
質
問
3
●

部
活
動
改
革
に
つ
い
て

　
文
科
省
は
、
学
校
の
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
お
い
て
、
令

和
5
年
以
降
段
階
的
に
休
日
の
運
動
部

活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
移
行
す
る
よ

う
に
提
言
し
て
い
る
。
本
町
に
お
け
る

現
時
点
で
の
方
向
性
と
課
題
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
。

答
弁

教
育
長

　

木
曜
日
と
、
土
日
ど
ち
ら
か
を
休
み

と
し
、
練
習
時
間
平
日
は
２
時
間
、
土

日
は
３
時
間
程
度
と
短
く
し
教
員
の
負

担
は
少
な
く
な
り
、
大
き
な
課
題
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
移
行
に
つ
い

て
は
、
８
月
29
日
に
第
一
回
徳
島
県
運

動
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
検
討
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
今
後
、
教
員
、
生
徒
や
保
護
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
他
市
町
村
の
取

り
組
み
や
県
教
育
委
員
会
の
指
導
を
受

け
、
進
め
た
い
。

円
の
補
助
金
を
受
け
、
19
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
神
山
温
泉
の
コ
ロ
ナ
対
応

の
改
修
工
事
、
町
民
へ
の
一
人
５
千
円

分
の
商
品
券
の
配
布
、
保
育
所
、
学
校

等
へ
の
衛
生
用
品
購
入
費
用
、
高
齢
者

へ
の
タ
ク
シ
ー
助
成
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。再

問

　
本
年
4
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

拡
充
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
物
価
高
騰
対
応
分
が
創
設
さ
れ
た
。

　
様
々
な
支
援
が
、
示
さ
れ
て
活
用
さ

れ
て
き
た
が
、
影
響
を
受
け
な
が
ら
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
世
帯
や
恩
恵
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
た
ち
が
一
定
数
お

ら
れ
る
。
今
後
、
町
が
ど
の
よ
う
に
検

討
さ
れ
て
決
定
し
て
い
く
の
か
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
併
せ
て
伺
う
。
ま
た
、
交

付
金
以
外
の
支
援
策
も
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
し
て
、
５
，

０
０
４
万
１
千
円
が
国
か
ら
配
分
さ
れ

て
お
り
、
今
回
、
町
民
一
人
あ
た
り
町

内
で
使
用
で
き
る
１
万
円
の
商
品
券
の

配
布
、
神
山
温
泉
の
入
浴
券
の
配
布
、

役
場
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ
ム

髙橋義英�議員

一
般
質
問
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神山町議会
YouTube 配信

神山町議会では
12月の定例会一般質問を試験的に
YouTube で録画配信を行います

　神山町議会では、12月定例会の一般質問を試験的に YouTube にて録画配信を行います。
　長引くコロナ禍で外出を控える方が増えるなか、議会の傍聴に来られる方も少なくなっ
ているのが現状です。また、仕事、子育て、交通手段がない、等で傍聴に行きたくても来
られない方たちに、いつでも見て頂いて、皆様方が選ばれた議員がどのような質問を行っ
ているのか、ご視聴いただき、ご意見を、議員・議会事務局にお寄せください。ご好評頂
ければ、今後の定例会を YouTube 配信していく考えです。
　
　YouTube で 神山町議会 を検索しご視聴ください。

神山町議会事務局
TEL 676－1511（I P　2002）
gikai@kamiyama.i-tokushima.jp
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一　

�

神
山
町
内
の
道
路
整
備
の
一
層
の
促
進
の
た
め
、
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
格
段
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

　
二　

�「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
必
要
な

予
算
・
財
源
を
例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
、
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と

は
別
枠
で
確
保
し
て
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

三　

�

生
産
性
を
高
め
経
済
社
会
を
支
え
る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
で
も
必
要
な
道
路
整
備
・
管
理
が
安
定
的

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
補
正
予
算
を
速
や
か
に
編
成
し
、
成
立
さ
せ
る
こ
と
。

四　

�

災
害
時
に
も
地
域
住
民
が
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
「
命
の
道
」
の
整

備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
道
路
整
備
予
算
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

五　

�

道
路
整
備
予
算
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
整
備
の
遅
れ
て
い
る
地
方
や
、
財

政
力
の
弱
い
自
治
体
へ
の
重
点
配
分
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

　
　

令
和
四
年
十
月
十
七
日

	
	

	
	

　

徳
島
県
神
山
町
議
会
議
長　

河
野　

雅
俊

	
	

	
	

　

徳
島
県
神
山
町
長　
　
　
　

後
藤　

正
和

国
土
交
通
省
等
へ
の
要
望
活
動

要
望
事
項

令和４年度
神山中学校体育館建設工事予定地

令和4年
10月現在
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国
土
交
通
省
へ
の
要
望
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

長　

河
野　

雅
俊

　

10
月
17
日
全
議
員
、
後
藤
町
長
と
共
に
、
徳
島
県
東
京
事
務
所
と
徳
島
県
選
出
の

自
由
民
主
党
国
会
議
員
事
務
所
の
方
々
に
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
国
土
交
通
省
技
監
に

5
項
目
の
要
望
事
項
を
記
し
た
要
望
書
を
渡
し
要
望
し
た
。
衆
議
院
会
館
参
議
院
会

館
の
県
選
出
国
会
議
員
事
務
所
を
訪
れ
要
望
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
。
勉
強
会
に
お

い
て
は
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
補
佐　

石
田
一
眞
氏
よ
り
「
人
口
減

少
下
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の
利
活
用
」
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を
中
心

に
続
い
て
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
参
事
官
補
佐
小
野
康
佑
氏
よ
り
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」（
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
）に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

後
藤
田
衆
議
院
議
員
の
出
席
さ
れ
て
い
た
予
算
委
員
会
も
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。

　

10
月
18
日
国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
横
須
賀
本
部
を
視
察
。
中
長

期
目
標
期
間
に
お
け
る
法
人
と
し
て
の
取
組
と
し
て　

＊
地
球
環
境
の
状
況
把
握
と

変
動
予
測
の
た
め
の
研
究
開
発　

＊
海
洋
資
源
の
持
続
的
有
効
利
用
に
資
す
る
研
究

開
発　

＊
海
域
で
発
生
す
る
地
震
及
び
火
山
活
動
に
関
す
る
研
究
開
発　

＊
数
理
科

学
的
手
法
に
よ
る
海
洋
地
球
情
報
の
高
度
化
及
び
最
適
化
に
係
る
研
究
開
発　

＊
挑

戦
的
・
独
創
的
な
研
究
開
発
と
先
端
的
基
盤
技
術
の
開
発
の
説
明
を
受
け
た
。
な
か

で
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
事
業
で
南
海
ト
ラ
フ
ゆ
っ
く
り
滑
り
断
層
監
視
の
た

め
、
海
底
深
部
に
設
置
す
る
地
殻
変
動
観
測
装
置
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
R
3
年
度
に

機
器
開
発
を
実
施
し
た
上
で
、
R
4
年
度
～
R
５
年
度
に
地
球
深
部
探
査
船（
ち
き
ゅ

う
）に
よ
っ
て
掘
削
孔
を
生
成
し
、
孔
内
に
観
測
装
置
を
設
置（
紀
伊
水
道
沖
）す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
い
将
来
正
確
に
近
い
観
測
予
測
を
実
現
し
て
欲
し
い
。

　

今
回
の
議
員
要
望
活
動
・
視
察
が
、
今
後
の
議
員
活
動
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
る
。

国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長　

森
本　

孝
夫

　

10
月
17
日
議
員
8
名
と
後
藤
町
長
と
共
に
国
土
交
通
省
吉
岡
幹
夫
技
監
へ
要

望
陳
情
を
行
い
、徳
島
県
選
出
国
会
議
員
、後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、

山
口
俊
一
衆
議
院
議
員
、
中
西
祐
介
参
議
院
議
員
、
三
木
亨
参
議
院
議
員
の
議

員
会
館
の
事
務
所
を
訪
れ
て
要
望
活
動
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
。

　

要
望
活
動
と
し
て
、
神
山
町
の
道
路
整
備
の
一
層
の
促
進
の
た
め
に
、
令
和

5
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
格
段
の
配
慮
を
し
、
県
道
神
山
国
府
線
行

者
野
橋
架
け
替
え
と
、
国
道
1
9
3
号
線
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
に
向
け
、

一
日
も
早
い
着
工
を
お
願
い
希
望
す
る
こ
と
を
神
山
町
議
会
議
員
全
員
で
し
っ
か

り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
手
応
え
も
感
じ
た
。

　

要
望
活
動
の
外
、
内
閣
府
石
田
参
事
官
補
佐
、
小
川
参
事
官
補
佐
に
よ
る
勉

強
会
「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の

利
活
用
」、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
に
つ
い
て
」
を
行
っ
て
い
た
だ
き
詳

し
く
説
明
を
受
け
、
岸
田
内
閣
が
勧
め
る
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
が
実
現
さ
れ
て

い
く
中
で
、
神
山
町
議
会
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
要
望
活
動
に
つ
い
て
調

整
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
、
後
藤
田
事
務
所

及
び
徳
島
県
の
担
当
者
に
感
謝
申
し
上
げ
報

告
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
後
も

神
山
町
の
発
展
の
た
め
の
要
望
活
動
に
つ
い

て
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

国土交通省　吉岡技監と面会
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　

今
回
の
神
山
の
風
景
は
、
９

　

今
回
の
神
山
の
風
景
は
、
９

月月
1818
日
か
ら

日
か
ら
1919
日
に
接
近
し
た

日
に
接
近
し
た

台
風
の
豪
雨
に
よ
り
、
増
水
し

台
風
の
豪
雨
に
よ
り
、
増
水
し

た
鮎
喰
川
を
旧
下
分
小
学
校
か

た
鮎
喰
川
を
旧
下
分
小
学
校
か

ら
撮
影
し
ま
し
た
。

ら
撮
影
し
ま
し
た
。
1919
日
の
昼

日
の
昼

を
過
ぎ
て
撮
影
し
た
の
で
、
少

を
過
ぎ
て
撮
影
し
た
の
で
、
少

し
水
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
三

し
水
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
三

ツ
木
の
谷
も
鮎
喰
の
本
流
も
川

ツ
木
の
谷
も
鮎
喰
の
本
流
も
川

幅
い
っ
ぱ
い
の
濁
流
で
し
た
。

幅
い
っ
ぱ
い
の
濁
流
で
し
た
。

　

直
撃
は
免
れ
ま
し
た
が
、
離

　

直
撃
は
免
れ
ま
し
た
が
、
離

れ
て
い
て
も
風
も
雨
も
相
当
強

れ
て
い
て
も
風
も
雨
も
相
当
強

か
っ
た
。
今
回
か
な
り
長
い
停

か
っ
た
。
今
回
か
な
り
長
い
停

電
が
あ
り
、
真
夜
中
で
も
あ
り

電
が
あ
り
、
真
夜
中
で
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
不
安
に
な
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
不
安
に
な
ら
れ

た
方
も
居
た
の
で
は
な
い
か
と

た
方
も
居
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

思
わ
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
も
、
必
要
な
も
の
は

の
た
め
に
も
、
必
要
な
も
の
は

揃
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

揃
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
異
常
気
象
が
言
わ
れ
て
お
り
、

　
異
常
気
象
が
言
わ
れ
て
お
り
、

台
風
も
大
型
化
し
、
雨
も
想
像

台
風
も
大
型
化
し
、
雨
も
想
像

し
が
た
い
雨
量
を
記
録
す
る
な

し
が
た
い
雨
量
を
記
録
す
る
な

ど
、
自
然
災
害
に
備
え
危
険
を

ど
、
自
然
災
害
に
備
え
危
険
を

感
じ
る
よ
う
な
予
報
が
出
た
場

感
じ
る
よ
う
な
予
報
が
出
た
場

合
に
は
、
早
め
早
め
の
避
難
を

合
に
は
、
早
め
早
め
の
避
難
を

し
て
、
身
の
安
全
を
一
番
に
考

し
て
、
身
の
安
全
を
一
番
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

え
ま
し
ょ
う
。

��

（
白
土　
義
信
）

（
白
土　
義
信
）

議
会
の
動
き

■
11
月

４
日　
中
学
生
議
会

８
日　
戦
没
者
追
悼
式

９
日　

�

第
66
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国

大
会

10
日　
令
和
4
年
度
議
長
研
修

11
日　
社
会
福
祉
大
会

18
日　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

下
旬　
議
会
運
営
委
員
会

■
12
月

上
旬
～
中
旬

　
　
　
12
月
定
例
会

　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

■
1
月

２
日　
神
山
町
二
十
歳
を
祝
う
会

８
日　
神
山
町
消
防
出
初
式

　

９
月
25
日
に
広
野
小
学
校
で
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
広
野
地
区
大
運
動

会
で
各
種
団
体
も
参
加
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
観
点
か
ら
、
保
育
所
、
小
学
生
、

中
学
生
で
行
い
、
保
護
者
も
人
数
制
限

さ
れ
、
種
目
も
縮
小
さ
れ
昼
ま
で
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　

早
く
、
本
来
の
姿
に
な
る
事
を
願
い

ま
す
。�
（
髙
橋　
義
英
）

編
集
後
記

　

今
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
の
毎
日
で

う
ん
ざ
り
で
し
た
が
、朝
夕
は
秋
の
気

配
を
そ
こ
は
か
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
4
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

１
億
７
，０
８
０
万
円
な
ど
11
議
案
を

可
決
、決
算
認
定
５
件
を
承
認
、任
期

満
了
に
伴
う
教
育
委
員
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。ま
た
、追
加
さ
れ
た
令

和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4

号
）３
，６
１
２
万
円（
敷
地
造
成
工
事

設
計
業
務
委
託
料
１
，６
３
４
万
円
な

ど
）を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
季
節
が
良
く
な
り
外
出

す
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。全

国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、気
を
緩

め
る
こ
と
な
く
感
染
対
策
を
行
い
過

ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
志
甫　
　
守
）

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

神山の

風 景
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